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労働政策フォーラム

若者問題への接近
若者政策のフォローアップと新たな展開



移行期政策の背景：若者の変化と課題

■ 工業化時代の枠組みが崩壊

■ グローバル経済競争の激化：労働力の選別化

労働市場への参入の困難な若者層

低賃金・単純労務職に固定化される若者層

■ 工業化社会の移行モデルと、そこに付随した生活標
準が、自明でなくなる

■失業や貧困に陥る若者の増加 社会的排除

二極化の進行 社会的統合



就職対策としての若者支援には
限界がある

不況下の就職対策
「景気が回復すれば終了」という
位置づけ

グローバル経済競争と技術革新の進展にともなう雇用問題と、
現代社会特有の若者問題とが混合した現象であるという認識が必要

背景：個人化と孤立化、地域社会の崩壊、市民社会の未形成

社会生活上、孤立し、マージナル化する現象を社会的排除（social exclusion) と
これを防止することが（EU 1990年以降）若年政策の中心だが、日本にはない。

もっとも不利な条件を抱える若者問題
（社会的排除問題＝＞社会的包摂政策へ）



もっとも不利な条件を抱える若者問題
何を問題とすべきか？

■社会関係の喪失
■人間発達機会の喪失
■貧困

社会生活上、孤立し、マージナル化する現象を社会的排除
（social exclusion) とし、これを防止することが（EU 1990年
以降）若年政策の中心だが、日本も同じ課題を抱えている



宮崎報告

◆高校中退者を問題とする意味と意義

◆恵まれない生育環境・学校教育からの脱落

◆ 中退後に利用できる社会的資源の不足

吉田報告

◆困難を抱える生徒が集中する高校への施策の強化

◆学校と外部資源との協働・資源の積極的投下

◆仕事に就くための準備教育の強化

関口報告

◆困難を抱える子ども・若者が増加している時代に対応する青少年

行政への改革： 総合施策、地域資源の連携の強化

◆ポピュレーション・アプローチとハイリスク・アプローチの統合

堀報告

◆選別的・排除型労働市場に対抗する労働の世界を作ること

◆社会的企業への着目。定着のためには大きな政策が必要


	�������������JILPT/日本学術会議　共同フォーラム�労働政策フォーラム�若者問問題への接近�：若者政策のフォローアップと新たな展開������
	�移行期政策の背景：若者の変化と課題
	　　　就職対策としての若者支援には�　　　　　　　　限界がある
	　もっとも不利な条件を抱える若者問題　　　　　　　　　　何を問題とすべきか？
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	　　　　　　　総括報告
	積極的雇用政策への転換と�　　　　　　　包括的包摂政策のセット
	　社会への参加を保障するには
	���
	　　今後の「若者問題」への接近



